
日時：令和３年１０月３日(日)
１０:００～１６:３０

◇プログラム◇
開会挨拶：波多野 泉 沖縄県立芸術大学長
第１部：口頭発表 (演者8組)
昼の部開会挨拶：玉城 デニー 沖縄県知事
第２部：基調講演 田名 真之 氏 (沖縄県立博物館・美術館館長)
第３部：ポスターセッション (発表16題)
第４部：パネルディスカッション
閉会挨拶：西田 睦 琉球大学長

詳細は裏面をご確認ください。

首里城再興学術ネットワーク
シンポジウム2021

～首里城の復興、まちづくり、琉球文化のルネサンス～

◆お申込み方法：申込フォーム(右のQRコード)から必要事項を入力の上，
９月２７日(月)１７：００までにお申込みください。

WEB参加方法等のご案内をお送りいたします。
お電話，FAXでのお申込みは受付できませんので，ご了承願います。

※定員に達した場合、期日より前に締め切る場合がございます。
◆QRコードが読み込めない場合はこちら⇒https://forms.office.com/r/A32fzuvkZF

事前お申込みについて(先着450名) お申込フォーム

WEB開催
(定員450名)

地域とともに豊かな未来社会をデザインする大学

第８回 琉大未来共創フォーラム
Island wisdom, for the world, for the future.

お問い合わせ：琉球大学地域連携推進課 chikikaku@acs.u-ryukyu.ac.jp
首里城再興学術ネットワークHP： http://res.skr.u-ryukyu.ac.jp/shurijo_symposium2021

協力：一般財団法人沖縄美ら島財団，NPO法人首里まちづくり研究会，沖縄国際大学南島文化研究所，公立大学法人名桜大学
後援：内閣府沖縄総合事務局、那覇市、一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー、 NHK沖縄放送局、FMレキオ、

沖縄テレビ放送株式会社、株式会社沖縄タイムス社、株式会社ラジオ沖縄、株式会社琉球新報社、琉球朝日放送株式会社、
琉球放送株式会社

沖縄県・沖縄県立芸術大学・琉球大学共催

http://res.skr.u-ryukyu.ac.jp/shurijo_symposium2021


【個人情報について】本フォーラム申込み等で取得した個人情報については，本学の個人情報管理規則に基づき適切に管理し，
本フォーラムの参加者への案内・運営以外の目的には使用いたしません。

第８回琉大未来共創フォーラム首里城再興学術ネットワークシンポジウム2021プログラム

第 1 部：口頭発表 (Zoomウェビナーにて開催 10:00～12:10)

① 計画 「首里城再興学術ネットワーク」について (琉球大学研究推進機構特命教授 富永 千尋)

② 歴・文 『琉球文学大系』刊行事業について (名桜大学国際学群上級准教授 照屋 理)

③ 収蔵品 首里城美術工芸品の現状とこれから (沖縄美ら島財団総合研究センター琉球文化財研究室室長 幸喜 淳)

④ 収蔵品 漆工品の復元製作と後継者育成 (沖縄県立芸術大学 美術工芸学部 工芸専攻漆芸分野 准教授 當眞 茂)

⑤ 正殿 発掘調査成果から見る首里城正殿跡 (沖縄県立博物館・美術館 主任学芸員 山本 正昭)

⑥ 正殿 首里城正殿復元に向けた首里城瓦に関する調査研究 (沖縄県工業技術センター環境･資源班主任技師 花城 可英)

⑦ 正殿 首里城復元に係る県産木材の活用について (沖縄県農林水産部森林管理課主幹 比嘉 政隆)

⑧ まち 50年後、どんな首里のまちにしたいですか －住民目線で発信するまちづくりの提言 －
(NPO法人首里まちづくり研究会理事長 伊良波 朝義)

第 2 部：基調講演 (Zoomウェビナーにて開催 13:00～13:55)

首里城復元の意義と課題 (沖縄県立博物館・美術館館長 田名 真之)

第 3 部：ポスターセッション (ポスターは首里城再興学術ネットワークHPに掲載 14:00～15:00の間、
Slackにて質疑応答を実施します)

① 計画 首里城復興基本計画について (沖縄県知事公室特命推進課主幹 大濵 長健)

② 計画 「首里城再興学術ネットワーク」について (琉球大学研究推進機構特命教授 富永 千尋)

③ 歴・文 『琉球文学大系』刊行事業について (名桜大学国際学群上級准教授 照屋 理)

④ 歴・文 首里城再建と蔡文溥 (名桜大学国際文化研究科博士後期課程院生 前堂 颯世)

⑤ 歴・文 あの世の住まいに立つ龍柱 ～近世琉球の人びとの首里城イメージ～
(沖縄国際大学総合文化学部准教授/沖縄国際大学南島文化研究所 宮城 弘樹)

⑥ 収蔵品 首里城美術工芸品の現状とこれから (沖縄美ら島財団総合研究センター琉球文化財研究室室長 幸喜 淳)

⑦ 収蔵品 漆工品の復元製作と後継者育成 (沖縄県立芸術大学 美術工芸学部 工芸専攻漆芸分野 准教授 當眞 茂)

⑧ 正殿 平成の首里城復元 (沖縄県立博物館・美術館主任学芸員 宮城 修)

⑨ 正殿 首里城正殿復元に向けた首里城瓦に関する調査研究 (沖縄県工業技術センター環境･資源班主任技師 花城 可英)

⑩ 正殿 非破壊的な理化学分析による首里城瓦の製作技術の変遷の解明 (琉球大学博物館(風樹館)助教 佐々木 健志)

⑪ 正殿 放電プラズマ焼結法を用いて首里城破損瓦をリサイクルしたセラミックスについて
(琉球大学大学院理工学研究科院生 新城 友秀、琉球大学工学部学生 三宅 正将、琉球大学工学部准教授 神田 康行)

⑫ 正殿 首里城復元に係る県産木材の活用について (沖縄県農林水産部森林管理課主幹 比嘉 政隆)

⑬ 正殿 首里城正殿再建に使用する県産木材の基準強度評価プロジェクト (琉球大学工学部教授 カストロ ホワンホセ)

⑭ まち 50年後、どんな首里のまちにしたいですか － 住民目線で発信するまちづくりの提言 －
(NPO法人首里まちづくり研究会副理事長 平良 斗星)

⑮ まち 複層的な首里歴史まちづくり -城下町首里の都市形成史と水と緑のランドスケープ-
(琉球大学工学部教授 小野 尋子)

⑯ まち 複層的な首里歴史まちづくり -首里「瑞泉」環境をSTEAM/SDGs教育に活用するプロジェクト-
(琉球大学理学部教授 古川 雅英)

第 4 部：パネルディスカッション (Zoomウェビナーにて開催 15:15～16:30)

学術ネットワークの役割 ～首里城の復興、まちづくり、琉球文化のルネサンス～
ファシリテーター：木暮 一啓(琉球大学企画・研究担当理事・副学長)
パネリスト：田名 真之(沖縄県立博物館・美術館館長)、下地 芳郎(沖縄観光コンベンションビューロー会長) 、

小林 純子(沖縄県立芸術大学美術工芸学部長)、いのうえ ちず(首里まちづくり研究会副理事長)、
島袋 芳敬(沖縄県政策調整監)

お申込みいただいた方へメールでプログラムへのWEB参加方法等のご案内をお送りいたします。


